
水田は、ガンカモ類のえさ場となり、水を張ることで「ねぐら」
や水飲み場などの休息の場として、生物多様性の保全に貢献
しています。

蕪栗沼に隣接する水田では、冬の田んぼに水を張る「ふゆみずたんぼ」
の取り組みが行われ、10万羽を超えるマガンが飛来します。

人の営みと生き物たちの共生蕪栗沼・周辺水田2

空から望む、豊かな自然と
潤いの景観
ラムサール条約湿地に登録された伊豆沼・内沼

水田に集まるガンカモ類

「ふゆみずたんぼ」で
作られた、その名も
「ふゆみずたんぼ米」！

外来種の駆除による在来魚の回復や、動植物の
生息環境となる「エコトーン※ 」の復元など、
自然再生に向けた取り組みが進められています。
※多様な植物や生物が生息する陸域と水域の境界

1 伊豆沼・内沼 世界に発信！生物多様性保全・研究の先進地

オオハクチョウから撮影された
群れの飛行の様子
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「スワンプロジェクト」を実施
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3 化女沼 湿地の大切さを後世に伝える

ハクチョウの今

マガンなど３万羽のガンカモ類が飛来し、ハスなどの水生植物
が生育しています。隣接する自由広場には、湿地や草地、林地
などの里山環境が整備され、教育の場として利用されています。

海藻やアマモなどの海
う み

草
く さ

が生い茂る海の森
や草原が広がり、冬には国の天然記念物であ
るコクガンの姿が見られます。湾内に豊富に育成
する海藻・海草は、近年、ブルーカーボン※を増や
す要素としても注目されています。
※海の植物が二酸化炭素を吸収し、その後、海底や深海に
　長期間貯蓄される炭素のこと

志津川湾4 東北で唯一の海域の登録湿地

アマモを
食べるコ

クガン

夏に満開を迎えるハスの花夏に満開を迎えるハスの花

5

ラムサール条約登録湿地の魅力みやぎの

秋・冬

マガンの飛び立ち
（伊豆沼・内沼）
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豊かな海の森に集まる魚たち
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